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令和７年度「いわて中山間賞」候補調書 

集落等の名称 
ふりがな  つちぶちちょうのうそんかっせいかきょうぎかい 

   土淵町農村活性化協議会 

集
落
等
の
状
況 

市町村 遠野市 

代表者 

氏名・住所 
氏 名  荒川

あらかわ

 栄
えい

悦
えつ

 住 所 遠野市中央通り 2-11 

構成員

⑴ 

 世帯数 構成人数 

 

うち 

農業者 

うち 

非農業者 

うち 

女性 

うち 

45歳未満 

地域全体 
    

748戸 

1780人 

（ - 組織） 

513人 

（ - 組織） 
- 人 888人 509人 

 

うち 

中山間地

域等直接

支払制度

の協定集

落 

    

70戸 

70人 

（ 7 組織） 

 70人 

（ ７ 組

織） 

０人 ７人 ３人 

農用地の 

作付け状況 

  ⑵ 

計  水稲 牧草 大豆 その他  

46,407a 21,638a 7,150a 3,688a 13,931a  

集
落
等
の
概
況
等 

集落等の概況 

  ⑶ 

 土淵町は遠野市北東部に位置し、小烏瀬川や荒川高原などを含む中山間地域

である。 

 また、「遠野物語」の話者である佐々木喜善の生誕の地であることから、町内

には遠野物語に登場する地名や建造物などが数多く存在しており、市内有数の

観光スポットとなっている。 

一方で、遊休農地や旧校舎の活用方法、小集落のコミュニティの維持といっ

た課題を抱えており、住民の活動意欲はあるものの、具体的な取組の見当がつ

いておらず、また、土淵町のまちづくり組織である「土淵町まちづくり協議会」

だけではすべての課題解決に向けた取組をバックアップすることができない

状況であった。 

そこで、まちづくり協議会が対応できなかった事業を担う組織として「土淵

町農村活性化協議会」を令和４年度に設立した。 

当協議会は、「認定 NPO法人遠野山・里・暮らしネットワーク」を事務局に、

「土淵町地区環境保全協議会」、「農事組合法人こがらせ農産」、「株式会社遠野

郷」、「土淵町まちづくり協議会」、「土淵町米通自治会」の計６組織で構成され

ており、いずれも土淵町内の１次産業や地域活性化を担ってきた組織である。 

 それぞれの組織の特性を生かしながら、令和４年度に地域住民と話し合い、

作成した土淵町農村活性化計画（通称「でんでらパラダイス構想」）の実現に向

け様々なプロジェクトに挑んでいる。 
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集落等の組織 

体制図 

  ⑷ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①…農用地保全担当 ②…地域資源活用担当 ③…生活支援担当 

 

将来の 

目指す姿 

  ⑸ 

 

「でんでらパラダイス構想」（若者も高齢者も自ら持てる知恵や、技を駆使

し、みんなが協力して土淵町を「パラダイス」、つまり桃源郷にしようとする思

いで作った土淵町の活性化ビジョン。）に掲げる、９つのプロジェクトを軸に

各組織と連携し合いながら、土淵町の魅力をさらに引き出し、地域の課題解決

を目指す。 

 

集
落
等
の
概
況
等 

地域の活性化の取

組内容 

  ⑹ 

１ 地域の活動のきっかけ 

 土淵町では、少子高齢化や小集落のコミュニティの維持、町内の旧校舎活用、

遊休農地活用など様々な課題を抱えており、課題解決に向けた地域住民の活動

意欲はあるものの、取組の見当がついておらず、また、土淵町のまちづくり組

織である「土淵町まちづくり協議会」だけではすべての課題解決に向けた取組

をバックアップすることができない状況であった。 

そこで、地域運営組織が対応できなかった事業構築を担う組織として土淵町

農村活性化協議会を令和４年度に設立し、農村 RMOモデル形成支援事業を活用

しながら、地域住民が話し合い、作成した、土淵町農村活性化計画である「で

んでらパラダイス構想」の実現に向け地域住民自らがプレイヤーとなり、様々

なプロジェクトに挑んでいる。 
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※「でんでらパラダイス構想」を添付 



  

  

２ 地域の活性化に向けた取組活動の特徴と成果 

⑴ 農用地保全 

  町内の遊休農地が増加しているが、安定的に栽培できる耕作地を求めている農業

団体があることから、遊休農地で高品質なそば・小麦等の栽培や加工・販売方法に

ついて検討し、実施体制の確立を通して遊休農地の解消を目指した。 

  栽培方法については今後も検討が必要な部分はあるが、収穫された食材は小売店

や飲食店への販売の他に日替わりシェフレストラン「でんパラ」への食材提供等に

も活用されている。 

  また、地域に高収益作物や夏のギフト商品が少ないことから、新規農産物の導入に

ついての検討も行い、町内の農業団体と農家が協力をして高級メロンの栽培を実施

した。販売に向けてサイズや糖度の均一化を図る必要があるが、首都圏の有名小売

店への出荷を目指して栽培体制の確立に取り組んでおり、今後も栽培面積を拡大し

ていく方針としている。 

 

⑵ 地域資源活用 

 市内の中学校が統廃合されたことにより、廃校となった旧土淵中学校の空き教室

の一室に数年前に民間企業が改修をしたレストランがあったが、未使用のままとな

っていたことから、日替わりシェフレストラン「でんパラ」を開業。日替わりでシ

ェフやメニューが変わることを基本的なスタンスとしており、様々なシェフの活躍

の場となっていることや、多様なお客さんのニーズに合わせた運営ができることが

強みとなり、市内外を問わず利用者が多く、地域住民が気軽に集える場（居場所）

づくりにも寄与している。 

 また、他の空き教室についても、手工芸（竹細工、わら細工、ホップ和紙など）

の講習会や制作を行う場として活用されており、商品化の目途が立っているものも

あるため、今後は販売に向けた活動が期待されている。 

 

⑶ 生活支援 

  市の中心部から離れた集落がいくつかあり、そこでは、高齢者の居場所づくりや

買い物支援などの生活支援が不十分であった。そこで、米通地区をモデルに遊休農

地を活用した新規農産物の導入や旧校舎でのレストラン活用等の取組と組み合わ

せ、地元の雇用や交流の場を増やすなど、高齢者の活躍の場の創出や生きがいづく

りに取り組んだ。 

  令和６年度は山林を活用した事業や体験メニューとして「炭焼きツアー」を実施

したところ、高齢者の雇用の創出や生きがいづくりにつながった。また、参加者に

はこれからの米通集落のスモールビジネス（炭づくりやツアー）に係る担い手とし

ての期待を持っている。 

 

 ⑷ 市民農園 

旧校舎に隣接している遊休農地で市民農園の取組を行っており、農園の利用者と

地域住民の共同作業により栽培が行われている。 

今後もこの取組を継続し、市内外の関係人口の拡大を目指す。 

  市民農園の利用者は「農的暮らしの実現」、地域住民は「小さな産業」や「生きが

いを得ること」を目的としており、また、利用者の多くが移住者や地域おこし協力

隊として遠野で暮らす農業未経験者であったことから、地域住民は農業指導者・遠

野で暮らす先輩としてのサポート役を担っている。 

  この農園では、トマトやかぼちゃ、玉ねぎのほか、遠野市の伝統野菜である「琴

畑かぶ」も栽培されており、日替わりシェフレストラン「でんパラ」で実食会を行



  

 

 

集落の活動写真 (7)  

 

 

 

 

うなど収穫後の交流イベントなども過去には実施している。 

令和 7年度からは、都市部の来訪者がおためしでこの農園を利用できるよう取組

を行っており、農作業を通した地域内交流のみならず都市農村交流の場にもなって

いる。 

  今後は、地域の小中学生の保護者や移住者をターゲットに宣伝を行い、農園を活

用したイベント等を実施する予定。 

 

  ３ 今後の課題と将来展望 

地区センターの指定管理や町内のまちづくりを担う地域運営組織である「土淵町ま

ちづくり協議」が既に行っている事業（高齢者支援、コミュニティづくり）と本取組

をさらに連携させ、各プロジェクトの進捗管理や、組織とプレイヤーとの連携をサポ

ートしていきながら、新規農産物等の生産・商品開発、市の中心部から離れた集落の

活性化や生活支援など地域の課題解決に向け、引き続き取り組んでいく。 

また、プロジェクトに携わるメンバーの人材育成を図りながら、持続可能な体制構

築を図っていく。 

 

（活動拠点である旧土淵中学校） （ワーキンググループの活動の様子） 

（日替わりシェフレストラン「でんパラ」） （炭窯での作業） 
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